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「高リサイクル性を有する森林資源の開発」 

 

1.研究実施の概要 

リサイクルによるパルプ繊維の劣化と損失を原料から改善するため、高リサイクル性

かつ高成長性を有した樹木を迅速に同定・選抜する技術を開発し、交雑種を含めた選抜木

の選抜を実施すると共に、この発生機構を解析することを目的とする。これにより、効率

的な森林資源のリサイクルと省エネルギーを達成し、資源循環型社会構築の実現を目指す。

生産性の高い森林資源を創出することにより、ＣＯ２固定量を増加させることが見込める。

これまでに、同一地域で同様に育成され、成長にほとんど差がない樹木でも、個体により

クラフトパルプのリサイクル性が異なることがユーカリにおいて判明した。今回はこれを

アカシアに応用し、アカシアにおいてもユーカリと同様にリサイクル性の高い個体の選抜

が、ハイブリットを含み可能であることが判明した。一方、資源の有効利用の観点から、

高収率パルプ、特に機械パルプからの紙の製造は重要である。しかし、機械パルプから製

造した紙においてはリグニンを含めたポリフェノールが多量に残存しており、光による色

戻りの問題がある。今回この色戻りにおける温度環境の影響をユーカリE. globulusを用

いて検討した。光退色において温度効果は認められ、温度が高いほど白色度減少は大きく

なり、また照射時間とともにその減少率も大きくなった。ユーカリE. globulus優良個体

の選抜を行った結果、総合的には平均値に対してリサイクル回数で2.37倍、成長で1.85倍、

パルプ収量で0.97倍の個体が選抜された。以上のことから、原料である樹木を選抜するこ

とにより、製品である紙のリサイクルを促進し、資源循環型社会の構築が可能になること

が判明した。今後は選抜を効率よく行う、迅速かつ非破壊的な選抜方法、ならびに自動選

抜装置の開発が期待される。 

 

2.研究実施内容 

(1)アカシアパルプのリサイクル性評価： クラフトパルプに乾湿繰り返しのリサイクル

処理を施すと、紙の強度が大幅に低下することが知られている。同一地域で同様に植

林・育成されたAcacia mangium（AM）、Acacia auriculiformis（AA）、さらにこの2

種を交配し作出したハイブリッド材（A.mangium x A.auriculiformis：AH）について、

リサイクル処理によるシート物性の変化に及ぼす樹種の影響および各樹種における個



体間差について検討を行なった。この結果、リサイクル処理によるシートの物理特性

の変化には樹種間、個体間において違いがあり、特にAAのシートの引張強さは低かっ

た。シートの引張強さとリサイクル回数に関して回帰曲線を適用することにより、リ

サイクル処理を無限に繰り返したときの比引張強さを予想することが可能となった。

その結果、個体によって比引張強さの収束値が異なることが判明した（図１）。AMは

AAよりもリサイクル性

が高い樹種特性が認め

られた、AHではAMとAA

の傾向両方が認められ

た。アカシアにおいて

もユーカリと同様にリ

サイクル性の高い個体

の選抜が、ハイブリッ

トを含み可能であることが判明した。 

(2)高白色度CTMP紙の光退色性における温度の影響： 資源の有効利用の観点から、高収

率パルプ、特に機械パルプからの紙の製造は重要である。これまで個体選抜により、

ユーカリE. globulus CTMP(chemithermomechanical pulp)から製造した紙が高収率・

高白色度を有することを見出している。しかし、この紙においてはリグニンを含めた

ポリフェノールが多量に残存しており、

光による色戻りの問題がある。この点

について、光退色における照射温度の

影響を検討した。光退色において温度

効果は認められ（図２）、温度が高い

ほど白色度減少は大きくなり、また照

射時間とともにその減少率も大きくな

った。印刷物が夏季の直射日光で高温

になる状況は有り得ることであり、こ

うした状況下での使用は光退色を促進

させるもので、回収された紙の保存に

も注意を払う必要があることが示唆さ

れた。 

(3)ユーカリE. globulus優良個体の選抜： 同一地域で同様に植林・育成され、成長にほ

とんど差がない同一樹種の試料のユーカリE. globulusを用いて、高成長、クラフトパ

ルプ高収率を持ち、かつ引張強さにおいて高リサイクル性を持つ優良個体の選抜を検

討した。この結果、用いた試料全てのリサイクル回数を産業的平均値である3回と仮定

すると、リサイクル7.22回（リサイクル寿命2.41倍）可能な個体の選抜が可能である

ことが判明した（図３）。成長では平均値の1.85倍、パルプ収量では平均値の1.20倍
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図 １　比引張強さの予測収束値
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図２　光退色における温度の影響
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を有する個体の選抜が

可能であることが判明

した。これらの特性は

お互いに関係がなく、

総合的には平均値に対

してリサイクル回数で

2.37倍、成長で1.85倍、

パルプ収量で0.97倍の

個体が選抜された。以

上のことから、原料で

ある樹木を選抜するこ

とにより、製品である

紙のリサイクルを促進

し、資源循環型社会の

構築が可能になることが判明した。 

 

3.研究実施体制 

パルプ繊維の同定グループ 

① 小名俊博（九州大学大学院農学研究院、助教授） 

② 研究項目 

・高リサイクル性を有する森林資源の開発 

・リサイクル性に優れた木材パルプの調製と評価 

・パルプ繊維およびパルプ繊維シートにおける高リサイクル性の評価 

・高リサイクルパルプ用樹木育種のための細胞形態観察 

・高リサイクルパルプ用樹木育種のための挿し木発根阻害物質の解析 

・高リサイクル耐性を有する樹木におけるリグニンの形成と高次機能 

・パルプ繊維の化学的定量 

選抜技術の開発グループ 

① 小名俊博（九州大学大学院農学研究院、助教授） 

② 研究項目 

・ラマン分光法による非破壊的定量方法の開発 

発生機構の解明グループ 

① 小名俊博（九州大学大学院農学研究院、助教授） 

② 研究項目 

・植物におけるイオン輸送の解明 

・植林早生樹Eucalyptus属の成長応力および関連材質に関する研究 
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